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1．研究背景と目的 

多自然川づくりの展開にともない,河川生息場の

評価手法が求められている．しかし,既存の河川生息

場評価(PHAB)モデルでは,ともすれば単調な河道で

あっても特定種の特定の生息段階に対して高評価を

もたらす場合があり,総合的にはかならずしも良い

河川環境の指標とはならない．一方,環境の多様性

(例：瀬と淵が隣接するような複雑な環境)を残す方

が,水生生物の保全に良いといわれている．1)は,環境

多様性が高ければ,生息密度も高くなる傾向がある

ことを示したが,観測数が少なく合致しないデータ

も多い．そこで本研究では,より明確に河川環境の多

様な区間と単調な区間を設定し,環境調査,生物調査

を行うことで,環境多様性が総合的な魚類の棲みや

すい環境の指標となることを示すことを目的とする． 

2．研究方法 

2.1 調査対象区域 

山口県宇部市に流れる厚東川水系に属する二級河

川善和川,山口県山口市を流れる椹野川水系に属す

る二級河川九田川で調査を行った．善和川と九田川

の調査対象区域を図 1,2 に示す．図中の調査地点記

号は,河川名(Y: 善和川,Q: 九田川),環境多様性(D: 

多様,M: 単調),上流からの多様性別の連番で構成さ

れている． 

2.2 環境調査 

 善和川と九田川で水深,流速,底質の状況,植生の有

無に関する測定を行った．表 1 は善和川と九田川の

区間長,水面積と水深・流速の測点数を示したもので

ある． 

2.3 多様度指数の算出 

本研究では,Simpson の多様度指数 D の式(1)から,

環境の多様性を定量評価した．D は,環境因子の組み

合わせを,水深 (3 種類) ×流速 (3 種類) ×底質 (3 種

類) ×植生の有無 (2種類) =54 種類にカテゴリ分類し,

以下の式で求めた． 

D = 1−   
n i

N
 
2

S
i=1 …(1) 

ここに,S: 区間内のカテゴリ種数,N: 区間内の調査

点数,ni: 区間内のカテゴリ i の個数である． 

 

 

図 1 善和川の調査対象区間 

 

 

図 2 九田川の調査対象区間 

 

表 1 Y と Q の区間長と測定数 

 

調査地点
（YD1）

調査地点
（YM1）

調査地点
（YM2）

調査地点
（YD2）

流れ

調査地点
（QM2）

調査地点
（QD）

調査地点
（QM1）

流れ

区間長(m) 水面積(m2) 測点数

YD1 31.29 53 36
YD2 35.32 72 39
YM1 20.91 66 30
YM2 24.01 131 12
QD 58.83 196 39
QM1 44.14 265 27
QM2 10.19 199 12

赤：多様度指数=0.82 と 0.84 

青：多様度指数=0.61 と 0.79 

赤: 多様度指数=0.87 

青: 多様度指数=0.69 と 0.44 



 

 

2.4 魚類生息状況の調査 

 区間ごとに網を横断方向に設置し,その区間内で

電気ショッカー（エレクトロフィッシャー）を用い

て魚類を気絶させ,タモ網で魚類の捕獲を行った．ま

た区間ごとに捕獲した魚類の体長,種名を記録した． 

2.5 解析方法 

区間別の生息密度と魚種別に関する体長別ヒスト

グラムを算出することで,生息密度と多様性の関係

性を考察する．文献や図鑑などから個々の魚種の環

境の選好性を検索し,魚種の多様性についても考察

する． 

3．魚類生息状況に関する結果 

 図 3 に調査河川の環境多様度指数と魚類の生息密

度,図 4,5 に善和川と九田川のオイカワとカワムツの

区間別生息密度,図 6 に善和川のオイカワとカワム

ツの体長ヒストグラムを示す． 図 4～6 の調査地点

記号末尾の U, M, D は,調査区間内をさらに小区画に

区分けした際の上流(U),中流(M),下流(D)を示してい

る． 

4．考察 

図 3 より,多様度指数と生物生息密度の間には明

確な相関が見られた．また、図 4, 5 より,より小さな

区間別にみても単調区間より多様区間の方が生息密

度は高い傾向にあった．次に, 図 6 より多様区間の

方が様々な体長のオイカワが生息していた．図 4,5

より,カワムツは善和川で最も多く捕獲されたが,九

田川でオイカワが多かった． 

5．結論 

個々の魚種の生息密度は産卵時期,産卵場所,季節,

魚類の競争関係など物理環境の多様性以外の要因に

よっても変化することは当然である．しかし,魚類生

息密度調査により全ての魚種において,物理環境の

多様性が大きい区間ほど魚類生息密度が高くなる傾

向が確認された．以上から,河川改修においては物理

環境の多様性に配慮することで,様々な魚種の生息

密度が高い河川環境を作ることができると考えられ

る． 
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図 3 調査河川の多様度指数と生息密度 

 

 

図 4 区間別のオイカワ・カワムツ生息密度(善和川) 

 

 

図 5 区間別のオイカワ・カワムツ生息密度(九田川) 

 

 

図 6 オイカワ体長別ヒストグラム(善和川) 
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赤：(多様度指数=0.82と0.84)

青：(多様度指数=0.61と0.79)


